kamakura jidai chukoki waka no kenkyu by 錺 武彦
 1
 
博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 錺  武彦 
論 文 題 目 鎌倉時代中後期和歌の研究 
審査要旨 
 本論文は、藤原定家が没した後、後嵯峨院政が開始される寛元四年（1246）の頃から、鎌倉時代が終焉を迎える
までの、ほぼ百年弱の時期における和歌の特質について考察したものである。この時代の和歌研究は、井上宗雄・
福田秀一といった先学によって大きく切り拓かれたが、冷泉家時雨亭文庫所蔵資料の公開等、新たな研究状況が
到来した。論者はこの新状況に敏感に反応しつつ、新出資料を用いた論考を精力的に発表し、従来本格的に論じ
られてこなかったテクストを対象とした研究を積み重ねてきた。本論文は、それらを体系化し、必要な捕捉を加えて
まとめ上げたものと言える。 
 論述の対象を見定めた序章に続いて、全体は三部で構成されている。 
 第一部「冷泉為相の研究」は、藤原為家の男であり歌道家「冷泉家」の祖となった為相（母は阿仏尼）を取り上げ、
四章と参考から成っている。第一章は、その他撰家集『藤谷和歌集』の基礎的考察であるが、全ての収載歌に他出
を見出し、 永正十一年（1514）以降、室町後期の成立であることを提示して、本集への理解を大きく前進させた。
続く第二～三章は、為相和歌の表現研究だが、第二章では母阿仏尼の薫陶や、京極派歌風への接近を指摘し、
歌道家を立てるために模索した様相を具体的に考察する。第三章では、『文保百首』に顕著に見出される万葉歌
摂取に着目、二条家への対抗戦略として為相が構想した歌学に言及した。第四章は詠作史の全貌をデータ化した
作業に基づいて、歌人為相の動向と特質を詳細に論じた部分である。このようなアプローチは論者以前にはない。
その結果、和歌活動を四期に分けるとともに、名所歌に特色を認め、実景を詠むという詠法の独自性が強調されて
いる。これらの論章に、「参考」として「詠作年次順冷泉為相全歌集」が付載されるが、全和歌集成に綿密な考証を
加えた労作である。以上は、鎌倉期歌人として極めて重要な存在と言える為相の研究を進展させた意義は大きく、
現在の研究の水準を創る業績と評価することができる。なお、『万葉集』との関わりについては、為相自身が披見し
て依拠した万葉歌のソースについてなおも追究の余地があろう。 
第二部は、高階宗成が編集した特異な私撰集『遺塵和歌集』を多面的に考究し、三章から成る。本集の伝本は、
宮内庁書陵部本が知られるのみであったが、その親本である冷泉家時雨亭文庫本が出現した。このことを受けて、
研究史的には初めて本格的な研究に取り組んだのが論者であった。第一章は、集の基本的な性格を詳細に解析
している。高階家は、在原業平が斎宮恬子内親王と密通して生まれたという伝承をもつ師尚の子孫であり、宗成は
業平の子孫であることを強く意識しながら、和歌活動を行なったらしい。すなわち、業平の血を受け継ぐ由緒ある
「家」の再興を期した一つの結実が、宗成自身のみならず近親・縁者の詠をも集成した、いわば「家」の家集として
の『遺塵和歌集』であったことが定位される。そして、近衛家および歌道家の人々との交流を記録する意味を指摘、
また表現面等において業平追慕が通底していることを明らかにした。集の末尾には、有馬温泉下向、東海道下向
を題材とした両編の長歌が配され、大きな特徴となっているが、この章では前者について細かな検討を行なった。
第二章は、前述後者の長歌を徹底的に読解したもので、紀行的性格を付与しながら、業平の東下りを追体験しよう
という作者の意図が析出されている。とくに東海道の宿駅における遊女に関わる表現の背景に、『平家物語』などと
繋がる伝承の存在を想定した点は、今後さらに追究を要するテーマだが、重要な指摘といえよう。第三章は、高階
氏の系譜と和歌との関係を巨視的・通史的に概観するとともに、この家から輩出した勅撰歌人を南北朝期にいたる
まで取り上げて考察しており、『遺塵和歌集』の背景を確認する章となっている。本集のごとく「家」を成立基盤とした
私撰集はあまり類例がないが、こうした意識が生まれた背景について丁寧に考究されている。 
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 第三部は「鎌倉中期における詩歌交流の研究」と題し、当該時期における漢詩文と和歌の交流の状況を、新たな
調査や、具体的な作品の分析を通して論じ、三章から構成されている。第一章は、勅撰集における漢故事（中国の
人名や故事またはそれにまつわる漢詩句の一部を歌題に詠まれた和歌）の分布を、それが明確に現れる『拾遺集』
以降について分析し、配列上の特徴、各集の特色を論じている。こうした大きな動向の把握を受けて、第二章で
は、源資平の家集に収録される「古集十首」を分析した。なおこの『資平集』も、従来知られていた宮内庁書陵部本
の親本である冷泉家時雨亭文庫本が出現し、本文が訂正されるべき集である。「古集十首」は『白氏文集』の句題
詠であるが、慈円・定家らの『文集百首』との比較や、構成・表現の分析から、独立した奉納和歌であった可能性を
述べている。また、『堀河百首』等の歌人であった国信の子孫としての意識を、資平の和歌活動の背景に想定する
点も新しい見解といえよう。第三章では、『現存三十六人詩歌』を中心に、『和漢兼作集』（御所本・別本）を見合わ
せて、鎌倉中期における和漢兼作者（和歌と漢詩の双方を詠作した者）のありようを探った。『現存三十六人詩歌』
について基礎的な調査を徹底した点は、とくに高く評価ができる。また、当該時期における和漢兼作者尊重の風潮
を指摘した点も重要で、亀山天皇内裏における詩歌関係の行事に照明を当てた意義も大きい。  
 以上の三部を総括する終章は「鎌倉中後期歌人たちの詠作意識」と副題され。ここで展開された諸論に通底する
キーワードとして「家」の意識が強調されている。確かに冷泉為相における新たな歌道家確立の模索、高階宗成や
源資平における著名歌人を先祖にもつという家系意識は、当該時期において自家と自身をどのようにして浮上させ
るかという切実な問題に繋がっていたに違いない。そうした意識の反映として、本論文で扱われた諸テクストは読む
ことができるが、この問題は、さらに同様の動線を描くいくつかの事例によってさらに論証される必要があるように思
われる。また、「家」の意識を問題にする以上は、和歌以外の領域や、歴史学の成果などにも目配りをする必要があ
ろう。 
しかしながら、それぞれの論においては、手堅い基礎的手法を用いた確実な立論がなされており、また、何よりも
論ずる対象として意味あるものが選択され、俎上に載せられていると見ることができる。それらの対象は、いずれも
重要なものでありながら、従来はきちんと論証されてこなかったものばかりである。論者の研究は、数多くの新見を
含んでおり、この時代の和歌研究を確実に進展させたものと言ってよい。よって本論文は、課程による博士学位を
授与するに全く不足のない研究成果であるとの結論に達した次第である。 
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